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  平成 30 年９月定例会

給料（基本給）…市税［市民の皆様から市へ直接納めていただいた税金］

給料（諸手当）…地方交付税、 各種交付金［国に納められた税金のうち市に配分されたお金］

パート収入………使用料、 手数料、 財産収入、 寄附金

　　　　　　　　　　［保育所や放課後児童クラブに通うとき、住民票等の証明をもらうとき、市の施設を利用す
　　　　　　　　　　るときなどに負担していただくお金や土地等の売却収入、寄附金など］

親からの援助……国庫支出金、 県支出金［国や県から使い道が決められてもらったお金］

ローン借入………市債

　　　　　　　　　　［銀行や国などから借りたお金で、建設事業費に充てる合併特例債と地方交付税立替分の臨
　　　　　　　　　　時財政対策債がほとんどを占める］

預金引き出し……繰入金［基金（預金）を取り崩したお金］

去年余ったお金…繰越金［昨年度一年間の収入から支出を差し引いて残ったお金］

その他の収入……諸収入［毎月いただく学校給食代や市の総合検診を受けるときの代金、スポーツ教室、　
　　　　　　　　　　公民館事業の参加費のほか、上記にあてはまらない細々とした収入］

支出
食費・光熱費・通信費など…人件費、 物件費［議員や市長、副市長、教育長、職員などの給与、各委員会の

委員報酬や臨時職員の賃金、施設の警備や点検等の民間事業者への業務の委託料、
光熱水費、郵便料など］

医療・介護・教育費……扶助費 ・ 補助費等 ［児童、障がい者、高齢者向けサービスや生活保護が必要
な方等を援助するお金や地区敬老会や商工会、文化グループなど各種団体や市民
の方が行う事業に対する助成金、ごみ処理施設や斎場などの組合へ負担するお金］

家の修理・改築…………維持補修費 ・ 投資的経費［施設や道路の修繕、学校や道路、公園の整備
（建替えや新設、耐震補強など）］

子どもへの仕送り………繰出金、 貸付金、 出資金［下水道や国民健康保険、介護保険などの特別会計
へ出したお金や貸付事業のお金、公益団体などへの出資金］

ローン返済………………公債費［銀行や国から借り入れたお金の返済］

預金積み立て……………積立金［基金（預金）への積み立て］

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【解説】わかりやすい財政白書より

くわしく解説

収入

　　　　9月定例会　
会期は 9月 4日から 9月 26 日までの 23 日間 

  平成 29 年度 小美玉市          　各会計決算を認定
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決算議会

　　一般会計決算を家計簿に例えてみました！

わかりやすい決算

　平成 29 年度［平成 29 年 4 月 1 日から平成 30 年 3 月 31 日まで］

給　　料	 　261 万円              
　（基本給）	　136万円（↑2万円）
　（諸手当）	　125万円（↓8万円）
パート収入	 　 13万円（↓1万円）
 親からの援助	 　120万円(前年度同額）
ローン借入	 　 42万円（↓8万円）
預金引き出し	 　 14万円（↑8万円）
去年余ったお金	　 15万円（↓2万円）
その他の収入	　 11万円（↑1万円）

食費・光熱費 ･ 通信費など	 137万円（↓ 1万円）

医療 ･ 介護 ･ 教育費	 137万円（↑ 5万円）

家の修理 ･ 改築	 86 万円（↓13 万円）

子どもへの仕送り	 43万円（↓ 6万円）

ローン返済		 42万円（↑ 2万円）

預金積み立て	 7万円（↓ 2万円）     

（　） 内は平成 28 年度 （前年度） との比較　
家計簿 1 万円＝市決算 5,000 万円

収入 支出

ローン残高　　518 万円（↑ 3 万円）　
［内訳］
・資産    302 万円（↑ 1 万円）
・消費　216 万円（↑ 2 万円）　
連帯保証等　　138 万円（↑ 2 万円）

（公営企業・三セク保証分、退職手当等の将来負担見込額）　

おみたま家の家計簿

　　　　9月定例会　
会期は 9月 4日から 9月 26 日までの 23 日間 

  平成 29 年度 小美玉市          　各会計決算を認定

 1 年間の支出合計 452 万円（↓ 15 万円）1 年間の収入合計  476 万円（↓ 8 万円）

収入と支出の差額　24 万円

預金残高　　　174 万円（↓ 8万円）
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決算特別委員会Ｑ＆Ａ

市
政
全
般
・
市
民
生
活
・
消
防

教
育
・
福
祉
・
医
療

◎
職
員
厚
生
に
要
す
る
経
費

Ｑ  

ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
委
託
料
は
、

受
検
者
が
去
年
に
比
べ
て
減
っ

た
の
に
委
託
料
が
な
ぜ
増
え
て

い
る
の
か
。

Ａ  

全
体
の
受
検
者
は
減
っ
て
い
る

が
、
ス
ト
レ
ス
の
度
合
い
に
よ

っ
て
医
師
面
談
が
で
き
る
よ
う

に
な
っ
て
い
る
。
医
師
面
談
者

の
経
費
が
上
が
り
、
委
託
料
が

増
え
て
い
る
。

◎
市
税

Ｑ  

特
別
土
地
保
有
税
が
５
０
０
万
円

弱
あ
る
。
昨
年
か
ら
も
収
納
率

が
ゼ
ロ
だ
が
、
こ
れ
は
ど
う
い

う
も
の
が
残
っ
て
い
る
の
か
。

Ａ  

特
別
土
地
保
有
税
は
、
昨
年
度
末

に
執
行
停
止
処
理
を
し
て
い
る
。

こ
の
法
人
は
、
も
う
倒
産
し
て

い
て
実
体
が
な
い
。
執
行
停
止

と
い
う
こ
と
で
、
収
入
に
は
つ

な
が
ら
な
か
っ
た
。

◎
学
校
支
援
対
策
事
業

Ｑ  

学
力
向
上
支
援
員
の
目
的
、内
容
、

効
果
は
。

Ａ  

昨
年
度
は
小
学
校
14
名
、
中
学
校

７
名
を
配
置
し
た
。
児
童
・
生

徒
の
つ
ま
ず
き
解
消
、
あ
る
い

は
学
習
意
欲
向
上
な
ど
に
役
立

っ
て
い
る
。

Ｑ  

今
年
の
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調

査
の
結
果
及
び
概
要
等
は
。

年度別
小美玉市

県平均
早　期
健全化
基　準比率 順位

H ２９ 7.4％ 21 位 6.8％
25%  

(18%)*
H ２８ 7.2％ 21 位 7.1％
H ２７ 7.6％ 20 位 　7.3％

　 順位は、県内 44 市町村の数値の低いほうからの順位。
　＊早期健全化基準が 18％に達した場合は、新たな
　　借金をする際に県の許可を要するなどの制限がある。

年度別
小美玉市

県平均
早　期
健全化
基　準比率 順位

H ２９ 64.1％ 30 位 37.0％
350%*H ２８ 61.2％ 29 位 55.0％

H ２７ 59.9％ 29 位 36.6％
   　 順位は、県内 44 市町村の数値の低いほうからの順位。
  ＊将来支払う可能性がある負債の一般会計に対する比率。

会　計　別 歳 入 ( 万円） 歳 出 ( 万円） 歳出の前年度比

一 般 会 計 237 億 4,980 226 億 1,754 3.3％↓

特

別

会

計

国民健
康保険

（事業勘定） 65 億 2,599 64 億 4,018  5.9％↓
（白河診療所） 1 億 3,698 1 億 2,401 10.2％↓

後期高齢者医療保険 4 億 9,417 4 億 8,950 7.7％↑

介 護
保 険

（ 事 業 ） 37 億 7,331 36 億 7,299  3.2％↑

（サービス） 506 481 16.2％↓

下 水 道 15 億 1,245 14 億 8,054 8.0％↓

農 業 集 落 排 水 　7 億 6,598 7 億 5,289 3.9％↑

戸 別 浄 化 槽 5,677 5,182 16.2％↑
霊 園 1,835 1,621 57.2％↓

　 合 計 370 億 3,886 356 億 5,049 3.1％↓

企
業
会
計

病 院
収益的収支 1 億 9,243 1 億 9,243
資本的収支 0 5,456

水 道
収益的収支 8 億 2,483 7 億 5,306
資本的収支 1 億 2,960 6 億 9,469

将来負担比率　６４．１% 

実質公債費比率　７．４%
H29 年度 会計別の決算額

市財政の健全化判断比率状況

（Ｈ 29 速報値）

＊
実
質
公
債
費
比
率
と
は
…
市
の
実
質
的
な
借
金
が
標
準
財
政
規
模
に
占
め
る
割
合
の
こ
と
。
数
値
が
高
い
ほ
ど
返
済
の
負
担
が
重
い
こ
と
を
示
す
。
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都
市
建
設
・
産
業
経
済

◎
道
路
整
備
に
伴
う
安
全
対
策

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

Ｑ  

広
域
幹
線
道
路
等
、
新
設
道
路
と

既
存
道
路
の
接
続
部
分
に
係
る

交
通
安
全
設
備
の
設
置
ま
で
の

流
れ
は
。

Ａ  

道
路
計
画
を
立
て
る
段
階
で
地
元

警
察
署
や
茨
城
県
の
公
安
委
員

◎
下
水
道
事
業　
　
　
　
　
　
　

　
　Ｑ  

昨
年
、
接
続
率
を
上
げ
る
対
策
を

要
望
し
た
が
、
Ｈ
29
年
度
の
接

続
率
は
前
年
度
と
比
較
し
て
ど

う
な
っ
た
か
。

Ａ  

Ｈ
29
年
度
の
接
続
率
は
79
・
９
％

で
、
前
年
度
は
80
・
１
％
だ
っ

た
た
め
、
若
干
低
く
な
っ
て
い

る
状
況
。
整
備
面
積
、
整
備
の

件
数
が
増
え
た
こ
と
が
要
因
と

な
っ
て
い
る
。

○  

接
続
者
に
対
す
る
助
成
金
の
条
件
緩

和
な
ど
、
接
続
率
が
上
が
る
工
夫
を

し
て
ほ
し
い
。

会
と
交
差
点
協
議
を
し
、
交
差

点
計
画
を
定
め
て
い
る
。
そ
の

後
、
供
用
開
始
時
期
が
具
体
的

に
な
っ
た
段
階
で
、
地
元
警
察

署
に
標
識
、
停
止
線
、
信
号
機

等
の
交
通
規
制
施
設
設
置
の
依

頼
を
行
な
い
、
交
通
量
等
を
考

慮
の
上
、
警
察
署
が
設
置
す
る

こ
と
に
な
る
。 

○  

警
察
や
学
校
、
行
政
が
危
険
箇
所               

等
の
情
報
を
共
有
し
、
で
き
る
場
所

か
ら
安
全
対
策
が
さ
れ
る
よ
う
、
体

制
を
構
築
し
て
ほ
し
い
。

◎
消
費
者
対
策
推
進
事
業　
　
　

　
　
　
　
　
　

Ｑ  

消
費
生
活
専
門
員
へ
の
相
談
内
容

は
。

Ａ  

近
年
は
架
空
請
求
ハ
ガ
キ
に
関
す

る
相
談
が
急
増
し
て
い
る
。
内

容
は
契
約
不
履
行
に
よ
る
民
事

訴
訟
な
ど
、
難
し
い
単
語
を
使

っ
て
危
機
感
を
あ
お
り
、
費
用

な
ど
を
請
求
す
る
手
口
が
多
い
。

Ｈ
29
年
度
の
相
談
件
数
は
年
間

で
30
件
だ
っ
た
が
、
Ｈ
30
年
度

は
４
月
か
ら
８
月
ま
で
の
間
で

55
件
の
相
談
が
あ
っ
た
。

Ａ  
小
学
校
６
年
生
、
中
学
校
３
年
生

を
対
象
に
、
国
語
、
算
数
（
中

学
校
は
数
学
）
と
理
科
を
今
年
度

は
実
施
し
た
。
小
・
中
学
校
と

も
に
国
語
、
算
数
（
数
学
）
は
平

均
よ
り
や
や
低
く
、
理
科
は
、
小
・

中
学
校
と
も
に
過
去
３
回
の
調

査
の
中
で
も
高
く
な
っ
て
い
る
。

◎
特
定
疾
病
療
養
者
見
舞
金

Ｑ  

現
実
的
に
難
病
患
者
や
難
病
の
種

類
は
ど
の
程
度
増
加
の
傾
向
に

あ
る
か
。

Ａ  

Ｈ
29
年
度
は
３
３
０
疾
病
で
、

Ｈ
28
年
度
は
３
０
６
疾
病
と
な

っ
て
い
る
。

Ｑ  

見
舞
金
は
ど
う
や
っ
て
受
け
取
る

の
か
。

Ａ  

自
己
申
請
で
対
応
し
て
い
る
。

◎
不
妊
治
療
費
補
助
金

Ｑ  

申
請
件
数
と
そ
の
結
果
は
。

Ａ  

申
請
者
の
数
は
Ｈ
28
年
度
42
件
、

Ｈ
29
年
度
34
件
と
減
少
し
て
い

る
。
成
功
率
は
一
般
的
に
20
％

と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
小
美
玉

市
の
Ｈ
29
年
度
の
成
功
率
は
39
・

１
％
と
な
っ
て
い
る
。
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　　審議結果

■平成２９年度決算（10 件）
議案
番号 案件名 内　　　容 付託

委員会
審議
結果

90号 一般会計歳入歳出決算認定に
ついて

［歳入］237億4,979万8千円     ［歳出］226億1,753万7千円
               歳入歳出差引額11億3,226万1千円
                           うち1億9,815万5千円（繰越明許費等繰越額）
    実質収支額：9億3,410万6千円

決　算 認定

91号 国民健康保険特別会計歳入歳
出決算認定について

【事業勘定】
［歳入］65億2,599万5千円［歳出］64億4,018万2千円
【診療施設勘定 白河診療所】
［歳入］1億3,697万9千円［歳出］1億2,401万円

決　算 認定

92号 後期高齢者医療保険特別会計
歳入歳出決算認定について ［歳入］4億9,417万2千円［歳出］4億8,950万6千円 決　算 認定

93号 下水道事業特別会計歳入歳出
決算認定について ［歳入］15億1,245万円［歳出］14億8,054万3千円 決　算 認定

94号 農業集落排水事業特別会計歳
入歳出決算認定について ［歳入］7億6,598万1千円［歳出］7億5,288万8千円 決　算 認定

95号 戸別浄化槽事業特別会計歳入
歳出決算認定について ［歳入］5,676万7千円［歳出］5,182万1千円 決　算 認定

96号 霊園事業特別会計歳入歳出決
算認定について ［歳入］1,835万円［歳出］1,621万4千円 決　算 認定

97号 介護保険特別会計歳入歳出決
算認定について

【事業勘定】
［歳入］37億7,331万2千円［歳出］36億7,298万7千円
【介護サービス事業勘定】
［歳入］505万6千円［歳出］480万7千円

決　算 認定

98号 病院事業会計決算認定につい
て

【収益的収入及び支出】
［収入］1億9,243万7千円［支出］1億9,243万7千円
【資本的収入及び支出】
［収入］0円［支出］545万6千円

決　算 認定

99号 水道事業会計決算認定につい
て

【収益的収入及び支出】
［収入］8億2,483万6千円［支出］7億5,306万9千円
【資本的収入及び支出】
［収入］1億2,960万9千円［支出］6億9,469万7千円

決　算 認定

■その他（4 件）
議案
番号 案件名 内　　　容 付託

委員会
審議
結果

100号 指定管理者の指定について 小美玉温泉ことぶきの管理運営業務を、指定管理者に移行するこ
とを提案するもの 文教福祉 可決

101号 動産の買入れ契約の締結に
ついて

玉里消防署高規格救急自動車の買入れの契約を締結するため提案
するもの 総　  務 可決

102号 市道路線の認定について 土地改良事業に伴い、移管を受けた道路を、市道美1643号線と
して認定するもの 産業建設 可決

103号 市道路線の変更について 中延地内市道 小10721号線の一部用途廃止に伴い、同路線の終
点位置を変更するもの 産業建設 可決

■諮問（１件）
議案
番号 案件名 内　　　容 付託

委員会
審議
結果

4号 人権擁護委員の推薦につき
意見を求めることについて 前委員の後任者として、新たに菊地 稔氏を推薦するもの － 適任

■請願・陳情（３件）
受付
番号 案件名 内　　　容 付託

委員会
審議
結果

請 願
第 1号

教職員定数改善と義務教育費国庫負担制度
堅持のための政府予算に係る意見書採択を
求める請願

請願者：茨城県教職員組合　　　　　　　
紹介議員：木村喜一 文教福祉 採択

請 願
第 2号

宮田地区における太陽光発電施設建設工事
の規制を求める請願書

請願者：押手秀介　　　　　　　　　　　
紹介議員：幡谷好文、藤井敏生、谷仲和雄 総　  務 採択

陳 情
第 1号 主要農作物種子法の復活等をもとめる陳情 陳情者：茨城中央農民組合 産業建設 不採択
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審議結果

■報告（1 件）
報告
番号 案件名 内　　　容 付託

委員会
審議
結果

4 号 専決処分の承認 損害賠償に係る和解及び額の決定を専決処分するもの － 承認

■条例の新規制定（2 件）
議案
番号 案件名 内　　　容 付託

委員会
審議
結果

78号 小美玉市要保護児童対策地域
協議会設置条例の制定

要保護児童の適切な保護に係る体制として、児童福祉法の規定
に基づき、設置されている機関の設置根拠を、要綱から条例に
改め制定するもの

文教福祉 可決

79号
小美玉市高齢者虐待防止ネッ
トワーク運営委員会設置条例
の制定

虐待を受けた高齢者の適切な保護及び養護者に対する適切な支
援を行うため、設置されている機関の設置根拠を、要綱から条
例に改め制定するもの

文教福祉 可決

■条例の一部改正（2 件）
議案
番号 案件名 内　　　容 付託

委員会
審議
結果

77号 小美玉市小美玉温泉ことぶき
条例の一部を改正する条例

小美玉市税条例の一部改正により、入湯税に関する課税対象等
基準が定められたこと及び受益者負担金の適正化並びに税負担
の公平性を確保することなどに伴い、条例の一部改正を行うも
の

文教福祉 可決

80号
小美玉市「乳製品で乾杯」を
推進する条例の一部を改正す
る条例

乳製品で乾杯を推進する条例に、市全体で「おもてなしの心」
の醸成を図るため、条例の一部改正を行うもの 産業建設 可決

■平成３０年度補正予算（9 件）
議案
番号 案件名 内　　　容 付託

委員会
審議
結果

81号 一般会計補正予算（第２号）［補正額］2億3,680万9千円［補正後額］251億6,231万2千円 各委員会 可決

82号 国民健康保険特別会計補正
予算（第１号）

【事業勘定】
［補正額］8,733万2千円　［補正後額］56億2,644万円
【診療施設勘定 白河診療所】
［補正額］4万9千円　［補正後額］1億4,469万4千円　

文教福祉 可決

83号 後期高齢者医療保険特別会計
補正予算（第１号） ［補正額］1,348万円　　［補正後額］5億3,902万6千円 文教福祉 可決

84号 下水道事業特別会計補正予算
（第２号） ［補正額］1,310万4千円［補正後額］17億281万1千円 産業建設 可決

85号 農業集落排水事業特別会計
補正予算（第２号） ［補正額］524万円　　  ［補正後額］2億8,447万3千円 産業建設 可決

86号 戸別浄化槽事業特別会計
 補正予算（第１号） ［補正額］7万3千円　　 ［補正後額］2,642万円 産業建設 可決

87号 霊園事業特別会計補正予算
（第１号） ［補正額］213万5千円　 ［補正後額］2,527万8千円 総　務 可決

88号 介護保険特別会計補正予算
（第１号）

【事業勘定】
［補正額］7,743万円　   ［補正後額］39億994万4千円
【介護保険サービス事業勘定】
［補正額］24万8千円　 ［補正後額］341万1千円

文教福祉 可決

89号 水道事業会計補正予算（第１号）【収益的支出】
［補正額］2,646万2千円［補正後額］8億774万1千円 産業建設 可決

平成30年第3回定例会　審議結果等一覧（全32件）
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小美玉市議会には３つの常任委員会 （総務 ・文教福祉 ・産業建設） があります。
議員はいずれかの委員会に属し議案審査に当たります。 ９月定例会の議案審査の概要は次のとおりです。

常任委員会 Q＆ A

総
　
　
務
（委員）
長　島
村　田
大和田
小　川
岩　本
植　木

◎
動
産
の
買
入
れ
契
約
の
締
結

　

に
つ
い
て　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

Ｑ  

高
規
格
救
急
自
動
車
更
新
に
よ
り
、

ど
の
よ
う
な
新
し
い
機
械
器
具
が

入
る
の
か
。

Ａ  

資
器
材
の
新
規
に
つ
い
て
は
、
全

自
動
高
圧
蒸
気
滅
菌
器
及
び
ベ
イ

ン
ラ
イ
ト
Ｅ
Ｍ
Ｓ
ポ
ケ
ッ
ト
型
静

脈
描
出
ラ
イ
ト
等
を
納
入
す
る
。 

　
　
　
　
　
　
　
　
　

Ｑ  

入
札
の
経
緯
に
つ
い
て
、
一
回
で

落
札
し
た
の
か
。
指
名
業
者
７
社

の
選
定
は
。

Ａ  

一
回
で
落
札
し
た
。
入
札
指
名
業

者
７
社
の
選
定
に
つ
い
て
は
、
車

両
販
売
、
特
殊
車
両
等
の
３
社
、

医
療
機
器
及
び
医
薬
品
等
で
４
社

で
、
高
度
救
命
処
置
資
器
材
を
高

規
格
救
急
自
動
車
に
積
載
し
、
車

両
メ
ー
カ
ー
と
医
療
機
器
等
を
合

わ
せ
た
中
で
、
実
績
、
取
扱
い
の

あ
る
業
者
を
選
定
し
た
。

【賛否が分かれた議案等】

No 議案に対する賛否
（賛成：○・反対：●）

議
決
結
果

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 19 20

村
田  

春
樹

鈴
木  

俊
一

木
村  

喜
一

植
木  

弘
子

石
井  　

旭 

幡
谷  

好
文

谷
仲  

和
雄

長
島  

幸
男

岩
本  

好
夫

福
島  

ヤ
ヨ
ヒ

藤
井  

敏
生

小
川  

賢
治

大
槻  
良
明

関
口  
輝
門

笹
目  

雄
一

大
和
田  

智
弘

戸
田  

見
成

荒
川  

一
秀

野
村  

武
勝

77 小美玉市小美玉温泉ことぶき条例の一部を改正
する条例

可
決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

100 指定管理者の指定について 可
決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

陳情
１ 主要農作物種子法の復活等をもとめる陳情

不
採
択

● ● ● ● ● ● ● ● ● ○ ● ● ● ● ● ● ● ● ●

◎
防
犯
カ
メ
ラ
の
整
備
工
事
に

 
 

つ
い
て

　

Ｑ  

防
犯
カ
メ
ラ
の
増
設
の
設
置
場
所

の
考
え
方
及
び
カ
メ
ラ
の
規
格

は
。

Ａ  

設
置
場
所
に
つ
い
て
は
、
犯
罪
の

発
生
の
恐
れ
が
あ
る
場
所
、
小

中
学
校
周
辺
及
び
主
要
幹
線
交

差
点
等
に
カ
メ
ラ
の
増
設
を
予

定
し
て
い
る
。

ま
た
、
今
回
は
茨
城
国
体
に
向

け
て
の
安
全
強
化
の
一
環
と
し

て
の
県
事
業
で
、
国
体
の
会
場

地
へ
の
ア
ク
セ
ス
道
路
沿
い
を

中
心
に
設
置
す
る
。

規
格
に
関
し
て
は
す
べ
て
同
型

の
も
の
を
設
置
予
定
。

▲総務常任委員会の様子

委員会ＱＡ
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文
教
福
祉
（委員）
関　口
鈴　木
荒　川
戸　田
藤　井
谷　仲
石　井

◎
小
美
玉
温
泉
こ
と
ぶ
き
条
例

　

の
一
部
改
正
に
つ
い
て　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Ｑ  

今
回
の
条
例
改
正
の
効
果
、
メ
リ

ッ
ト
は
。

Ａ  

受
益
者
負
担
の
適
正
化
並
び
に
税

負
担
の
公
平
性
を
確
保
す
る
こ
と

な
ど
、
料
金
改
正
に
よ
る
使
用
料

の
分
か
り
や
す
さ
や
収
入
の
増
、

迷
惑
行
為
の
減
少
に
期
待
す
る
。 

◎
市
要
保
護
児
童
対
策
地
域
協     

　

議
会
設
置
条
例
の
制
定
に
つ

　

い
て

Ｑ  

協
議
会
の
会
議
実
施
状
況
は
。

Ａ  

今
年
度
は
代
表
者
会
議
が
１
回
、

個
別
ケ
ー
ス
検
討
会
議
が
３
回
、

実
務
者
会
議
は
今
後
予
定
し
て
い

る
。

◎
市
高
齢
者
虐
待
防
止
ネ
ッ
ト 

　

ワ
ー
ク
運
営
委
員
会
設
置
条

　

例
の
制
定
に
つ
い
て

Ｑ  

虐
待
の
把
握
状
況
は
。

委員会ＱＡ

が
即
時
対
応
し
て
い
る
が
、
舗

装
の
打
換
え
な
ど
業
者
に
発
注

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
は
、

状
況
に
も
よ
る
が
２
～
３
年
か

か
る
案
件
も
あ
る
。

◎
市
道
認
定
に
つ
い
て

Ｑ  

畑
地
帯
総
合
整
備
事
業
に
係
る
市

道
認
定
が
今
に
な
っ
た
理
由
は
。

Ａ  

道
路
の
整
備
自
体
は
Ｈ
29
年
度
中

に
完
了
し
た
が
、
畑
地
の
換
地

が
最
近
で
あ
り
、
県
か
ら
市
へ

の
受
入
契
約
が
Ｈ
30
年
８
月
だ

っ
た
た
め
。

産
業
建
設
（委員）
幡　谷
木　村
野　村
笹　目
大　槻
福　島

Ａ  

Ｈ
29
年
度
で
は
、
身
体
的
な
も
の

及
び
心
神
的
な
も
の
を
含
め
て
相

談
件
数
25
件
、
対
応
件
数
14
件
で

近
隣
住
民
や
警
察
、
居
宅
介
護
支

援
事
業
所
な
ど
か
ら
の
通
報
に
よ

り
把
握
し
て
い
る
。

◎
道
路
橋
梁
維
持
管
理
に
つ
い
て

Ｑ  

地
域
か
ら
の
道
路
補
修
要
望
に
対

し
て
の
対
応
状
況
は
。

Ａ  

軽
微
な
も
の
に
つ
い
て
は
、
職
員

▲産業建設常任委員会の現地視察

▲文教福祉常任委員会の現地視察
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◎
Ｊ
Ｒ
羽
鳥
駅
に
つ
い
て　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Ｑ  

Ｊ
Ｒ
羽
鳥
駅
の
工
事
完
成
図
の
設
置
が

無
く
、
何
の
工
事
か
わ
か
ら
な
い
人
も

い
る
の
で
、
完
成
図
を
設
置
し
、
み
ん

な
に
わ
か
っ
て
も
ら
う
必
要
が
あ
る
の

で
は
。

Ａ  

7
月
下
旬
に
、
完
成
予
想
図
を
東
口
に

２
枚
、
西
口
に
１
枚
、
工
事
現
場
の
仮

囲
い
に
設
置
し
て
い
る
。

 

◎
平
成
30
年
度
会
計
予
算
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　

Ｑ  

予
算
に
お
い
て
市
債
が
、
８
億
７
１
０
万

円
増
え
て
い
る
理
由
は
。

Ａ  

合
併
特
例
債
が
主
な
増
加
要
因
と
な
っ

て
お
り
、
特
に
Ｊ
Ｒ
羽
鳥
駅
橋
上
化
工

事
及
び
小
川
南
小
学
校
建
設
工
事
に
伴

う
も
の
が
前
年
度
よ
り
大
き
く
な
っ
て

い
る
。

美
野
里
会
場
Ｑ
＆
Ａ
〖
参
加
者 

9
名
〗 

第
４
回
議
会
報
告
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

小
美
玉
市
議
会
で
は
、
開
か
れ
た
議
会
を
目
指
し
、
７
月
31
日
か
ら
８
月
２
日
の
3
日
間
、
3
会
場
に
お
い
て
議
会
報
告
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

報
告
会
で
い
た
だ
い
た
ご
意
見
・
ご
要
望
な
ど
今
後
の
議
会
活
動
に
生
か
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

詳
細
に
つ
い
て
は
、
市
議
会
Ｈ
Ｐ
に
掲
載
し
ま
す
。
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
て
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

◎
公
共
施
設
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀
安
全

 
 

対
策
に
つ
い
て

Ｑ  

大
阪
の
地
震
で
、
公
共
施
設
（
学
校
）

の
ブ
ロ
ッ
ク
塀
が
倒
れ
て
、
小
学
生
が

亡
く
な
っ
た
が
、
小
美
玉
市
で
の
公
共

施
設
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
安
全
確
認
、
対

策
は
終
わ
っ
て
い
る
の
か
。

Ａ  
大
阪
の
事
故
後
に
、
国
土
交
通
省
か
ら

提
示
さ
れ
た
「
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
点
検
の

チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
」
に
基
づ
き
点
検

を
行
い
、
各
校
の
状
況
を
確
認
し
た
と

の
こ
と
。
破
損
し
た
塀
や
グ
ラ
つ
い
て

い
る
塀
は
な
か
っ
た
が
、
近
づ
か
な
い

よ
う
対
策
を
講
じ
た
と
の
こ
と
。
今
後

は
、
有
資
格
者
に
よ
る
点
検
を
行
い
、

安
全
対
策
を
実
施
し
て
い
く
と
の
報
告

を
受
け
た
。

ま
た
、
一
般
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀
に
対
し
て 

は
、
市
の
Ｈ
Ｐ
へ
安
全
基
準
を
掲
載
し
、

啓
発
し
て
い
く
と
報
告
を
受
け
て
い
る
。

◎
公
共
交
通
と
ス
ク
ー
ル
バ
ス
に

　

つ
い
て

Ｑ  

通
学
用
に
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
と
併
せ
公

共
交
通
が
相
互
利
用
で
き
る
よ
う
協
議

を
進
め
て
ほ
し
い
。

Ａ  

現
在
、
循
環
バ
ス
は
36
人
乗
り
の
小
型

バ
ス
２
台
並
び
に
13
人
乗
り
の
ワ
ゴ
ン

車
２
台
の
計
４
台
で
運
行
し
て
お
り
、

学
校
の
通
学
時
間
に
併
せ
た
運
行
を
検

討
し
た
が
、
常
磐
線
発
着
に
併
せ
た
運

行
が
難
し
く
な
り
、
バ
ス
の
台
数
を
増

や
さ
な
い
と
ス
ク
ー
ル
バ
ス
と
の
併
用

が
難
し
い
状
況
に
あ
る
。
堅
倉
小
学
校

に
お
い
て
、
民
間
バ
ス
路
線
を
利
用
し

た
通
学
が
行
わ
れ
て
い
る
現
状
を
踏
ま

え
、
市
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
運
用
と
整
合

を
図
れ
る
よ
う
関
係
所
管
と
調
整
し
て

い
く
と
の
報
告
を
受
け
て
い
る
。
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玉
里
会
場
Ｑ
＆
Ａ
〖
参
加
者 

9
名
〗 

◎
救
急
医
療
に
つ
い
て　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Ｑ  

病
院
を
作
る
だ
け
で
な
く
、
救
急
医
療
、

一
次
医
療
に
つ
い
て
、
ド
ク
タ
ー
カ
ー

導
入
な
ど
、
消
防
と
病
院
が
連
携
し
た

運
営
を
検
討
頂
き
た
い
。

Ａ  

小
美
玉
市
医
療
セ
ン
タ
ー
は
、
民
間
移

譲
に
よ
り
Ｈ
32
・
４
月
の
新
病
院
の
開

院
を
目
指
し
て
い
る
。
救
急
医
療
は
、

こ
れ
ま
で
ど
お
り
一
次
救
急
を
行
う

予
定
で
、
引
き
続
き
消
防
と
の
連
携
を

図
り
な
が
ら
地
域
医
療
存
続
に
努
め
る

よ
う
古
宿
会
、
執
行
部
へ
要
望
し
て
い

く
。

◎
全
体
研
修
に
つ
い
て　
　
　
　
　

　
　
　
　

Ｑ  

大
和
郡
山
市
と
宇
治
市
の
視
察
研
修
で

ど
の
よ
う
な
成
果
を
持
っ
た
の
か
、
そ

れ
を
市
政
に
ど
う
反
映
さ
せ
る
の
か
を

お
聞
き
し
た
い
。

Ａ  

大
和
郡
山
市
に
お
い
て
は
、「
転
入
、
定

住
、
家
族
の
絆
応
援
助
成
金
事
業
」
に

つ
い
て
研
修
し
た
。
移
住
、
定
住
の
大

き
な
理
由
と
し
て
助
成
制
度
よ
り
も
、

交
通
の
便
な
ど
の
生
活
環
境
が
大
き
な

要
因
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
宇
治
市
で
は
、

宇
治
茶
の
普
及
と
お
も
て
な
し
の
心
の

醸
成
に
つ
い
て
研
修
し
、小
美
玉
市
「
乳

製
品
で
乾
杯
」
を
推
進
す
る
条
例
の
制

定
に
つ
な
が
っ
た
。

◎
百
里
基
地
申
し
入
れ
回
答
に

 
 

つ
い
て　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Ｑ  
百
里
基
地
へ
の
申
し
入
れ
回
答
に
つ
い

て
、
具
体
的
な
こ
と
を
詰
め
て
い
か
な

い
と
進
ま
な
い
。

Ａ  

百
里
基
地
へ
の
申
し
入
れ
内
容
に
つ
い

て
は
、
８
月
の
１
ヶ
月
間
、
昼
12
時
か

ら
13
時
ま
で
の
飛
行
自
粛
継
続
や
、
航

空
祭
、
航
空
観
閲
式
に
お
け
る
基
地
周

辺
の
渋
滞
緩
和
対
策
の
検
討
な
ど
、
基

地
か
ら
も
一
つ
一
つ
善
処
す
る
と
い
う

回
答
を
得
て
い
る
。
議
会
と
し
て
も
、

執
行
部
と
と
も
に
基
地
問
題
を
改
善
で

き
る
よ
う
、
継
続
的
に
申
し
入
れ
を
行

っ
て
い
く
。

◎
空
き
家
・
区
未
加
入
対
策
に

 
 

つ
い
て　
　
　
　
　
　
　
　
　

Ｑ  

空
き
家
が
増
え
て
い
る
状
況
に
加
え
て
、

区
に
入
ら
な
い
未
加
入
率
が
多
く
な
っ

て
い
る
の
で
、
そ
の
対
策
を
。

Ａ  

行
政
区
へ
の
未
加
入
に
つ
い
て
は
、
市

区
長
会
役
員
会
で
各
地
区
で
の
現
状
を

把
握
し
、
対
応
策
等
を
協
議
し
て
い
き
、

今
後
転
入
者
に
つ
い
て
は
、
行
政
区
加

入
の
必
要
性
を
説
明
し
、
加
入
促
進
に

努
め
て
い
く
と
の
こ
と
。
ま
た
、
空
き

家
に
つ
い
て
は
、環
境
課
に
お
い
て
「
空

き
家
バ
ン
ク
」
を
本
年
度
内
に
設
け
、

空
き
家
の
流
通
促
進
を
図
っ
て
い
く
と

の
報
告
を
受
け
た
。

▲美野里会場

▲玉里会場
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小
川
会
場
Ｑ
＆
Ａ
〖
参
加
者 

20
名
〗

◎
視
察
研
修
に
つ
い
て　
　
　
　
　

　
　
　
　

Ｑ  
視
察
研
修
の
成
果
に
つ
い
て
、
委
員
会

だ
け
で
な
く
報
告
会
を
行
う
な
ど
、
全

議
員
で
知
識
と
し
て
共
有
で
き
れ
ば
、

そ
れ
だ
け
市
政
に
反
映
で
き
る
の
で
は
。

Ａ  

視
察
研
修
に
つ
い
て
は
、
市
政
で
直
面

し
て
い
る
政
策
や
課
題
等
に
つ
い
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
所
管
す
る
委
員
会
に
お
い

て
先
進
地
視
察
、
研
修
を
実
施
す
る
こ

と
で
、
施
策
や
議
案
の
中
で
反
映
さ
せ

て
い
る
が
、
議
会
全
体
で
の
研
修
結
果

の
報
告
、
共
有
は
特
に
は
行
っ
て
は
い

な
い
。

今
後
は
、
視
察
研
修
の
成
果
に
つ
い
て

全
議
員
が
共
有
し
、
議
会
全
員
協
議
会

等
に
お
い
て
報
告
す
る
場
を
設
け
、
市

の
施
策
に
生
か
し
て
い
け
る
よ
う
に
努

め
て
い
く
。

◎
政
務
活
動
費
に
つ
い
て

Ｑ  

政
務
活
動
費
を
導
入
し
て
は
。

Ａ  

現
在
、
小
美
玉
市
議
会
で
は
政
務
活
動

費
は
な
い
。
社
会
情
勢
を
鑑
み
、
政
務

活
動
費
が
な
く
て
も
同
じ
よ
う
に
政
策

提
言
し
て
い
け
る
よ
う
努
め
て
い
る
が
、

今
後
、
政
務
活
動
費
の
制
度
化
に
つ
い

て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

◎
バ
イ
オ
マ
ス
に
つ
い
て　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

Ｑ  

バ
イ
オ
マ
ス
の
利
用
促
進
に
つ
い
て
、

Ｈ
28
年
６
月
定
例
会
に
て
産
業
経
済
部

長
が
、
小
美
玉
市
に
最
も
適
し
た
手
法

を
調
査
研
究
す
る
と
し
た
が
、
そ
の
後

検
証
し
て
い
る
の
か
。

Ａ  

地
方
創
生
ま
ち
づ
く
り
特
別
委
員
会
に

お
い
て
、
バ
イ
オ
マ
ス
関
連
施
策
に
つ

い
て
調
査
研
究
を
開
始
し
た
こ
と
に
伴

い
、
執
行
部
で
は
バ
イ
オ
マ
ス
の
活
用

に
つ
い
て
畜
産
事
業
者
に
対
し
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
を
実
施
し
た
。

そ
の
結
果
、
27
事
業
者
か
ら
の
回
答
の

う
ち
、
25
事
業
者
が
「
現
在
は
、
し
尿

処
理
に
問
題
は
な
い
」
と
回
答
し
て
い

る
。
し
か
し
、「
将
来
的
に
不
安
が
あ
る
」

「
バ
イ
オ
マ
ス
関
連
事
業
に
は
興
味
が
あ

る
」
な
ど
、
バ
イ
オ
マ
ス
関
連
施
策
を

進
め
る
た
め
に
は
、
畜
産
事
業
者
の
意

向
を
的
確
に
把
握
す
る
と
と
も
に
、
事

業
化
の
前
提
で
あ
る
地
域
住
民
の
理
解

が
必
要
で
あ
る
。

今
後
も
、
市
議
会
で
は
執
行
部
と
と
も

に
、
地
方
創
生
に
有
益
で
あ
ろ
う
事
業

に
つ
い
て
調
査
検
討
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

◎
語
句
の
意
味
に
つ
い
て　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Ｑ  

資
料
中
、
原
案
可
決
と
認
定
可
決
の
使

い
分
け
に
つ
い
て
教
え
て
頂
き
た
い
。

Ａ  

表
決
の
結
果
と
し
て
得
ら
れ
る
議
会
と

し
て
の
意
思
の
決
定
を
「
議
決
」
と
い

い
、
対
象
と
な
る
事
項
、
事
柄
に
よ
り
、

い
ろ
い
ろ
な
形
態
が
あ
る
。
主
な
も
の

と
し
て
は
、
可
決
、
否
決
、
修
正
、
同

意
、
承
認
、
認
定
、
採
択
、
不
採
択
な
ど
。

予
算
や
条
例
、
意
見
書
、
決
議
な
ど
は

「
可
決
」、専
決
処
分
の
報
告
は
「
承
認
」、

決
算
は
「
認
定
」、
副
市
長
・
教
育
長
な

ど
の
人
事
は「
同
意
」、請
願
・
陳
情
は「
採

択
」、「
不
採
択
」
と
使
い
分
け
て
い
る
。▲小川会場
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【質問者９名】質問 31 項目
　

質問順

 P13  石井      旭　議員   

P14 福島ヤヨヒ　議員   

P14 木村　喜一　議員   
　
P15 村田   春樹　議員   

         谷仲　和雄　議員   

P16 鈴木　俊一　議員   

          植木　弘子　議員   
　 
P17 戸田　見成　議員   

         長島　幸男　議員   

Ａ  

企
画
財
政
部
長
　
現
在
は

20
万
円
だ
が
、
サ
ミ
ッ
ト
ま
で

に
は
近
づ
け
る
よ
う
努
力
す
る
。

Ｑ  

実
行
委
員
会
が
実
施

し
た
３
５
０
０
万
円
プ
ロ

ポ
ー
ザ
ル
方
式
の
結
果
は

Ａ  

企
画
財
政
部
長　

実
施
計
画

策
定
業
務
委
託
は
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル

で
6
社
提
案
、
実
施
・
運
営
事
業

業
務
委
託
は
、
会
則
に
よ
り
3
社

見
積
も
り
徴
収
を
し
、
ど
ち
ら
も

㈱
電
通
東
日
本
と
契
約
と
な
っ
た
。

Ｑ  

実
行
委
員
会
が
再
委
託
契
約
を

す
る
こ
と
は
規
則
上
、
可
能
な
の
か

Ａ  

企
画
財
政
部
長
　
特
段
支
障
は
な
い
。

Ｑ  

第
2
回
の
開
催
受
入

自
治
体
は
決
定
し
た
か

Ａ  

企
画
財
政
部
長
　
開
催
受
入
表
明

は
し
て
い
な
い
が
、粘
り
強
く
交
渉
す
る
。

Ｑ  

空
の
え
き
『
そ
・
ら
・
ら
』
の

運
営
委
員
会
設
置
が
な
ぜ
今
な
の
か

指
定
管
理
者
制
度
へ
の
動
向
は

Ａ  

産
業
経
済
部
長　

こ
れ
ま
で
は
駅

長
運
営
に
頼
っ
て
お
り
、
指
定
管
理
者
制

度
の
導
入
も
含
め
「
そ
・
ら
・
ら
」
の
あ

り
方
を
諮
問
す
る
た
め
今
回
設
置
し
た
。

Ｑ  

今
後
の
拡
張
計
画
と
防
衛
省

と
の
協
議
・
検
討
し
て
い
る
の
か

Ａ  

産
業
経
済
部
長
　
今
回
設
置
し
た
運

営
委
員
会
の
答
申
を
、
構
想
に
位
置
づ
け
、

拡
張
等
が
あ
れ
ば
、
防
衛
省
補
助
等
を
有

利
に
活
用
し
な
が
ら
推
進
し
て
い
く
。

石井　　旭
Ｑ  

8
月
25
日
の
自
然
災
害
に
つ
い
て

落
雷
・
火
災
・
停
電
・
交
通
障
害
等

に
よ
る
発
生
件
数
と
対
応
状
況
は

Ａ  

危
機
管
理
監
　
火
災
1
件
、

停
電
約
1
４
０
０
件
、
道
路
冠
水

1
ヶ
所
、倒
木
5
件
と
の
報
告
だ
っ

た
が
、
い
ず
れ
も
対
処
済
で
あ
る
。

Ｑ  

発
生
予
測
の
情
報
収
集
体
制
は

Ａ  

危
機
管
理
監
　
災
害
対
策
連

絡
室
を
設
置
し
、
被
害
状
況
の
把

握
等
の
情
報
収
集
に
努
め
た
。

Ｑ  

停
電
で
、
市
民
は
不
安
の
中
に

い
た
が
、
防
災
無
線
で
の
周
知
状
況
は

Ａ  

危
機
管
理
監　

市
に
気
象
警
報
発

表
が
な
く
、
局
地
的
大
雨
が
短
時
間
と

の
こ
と
で
周
知
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。

Ｑ  

消
防
車
が
出
動
す
る
中
、
ふ
れ
あ

い
ま
つ
り
で
な
ぜ
花
火
を
打
ち
上
げ
た
か

Ａ  

市
長
公
室
長　

関
係
機
関

と
協
議
し
、
支
障
を
来
た
さ
な

い
こ
と
を
確
認
し
実
施
し
た
。

Ｑ  

安
全
な
市
民
生
活
を
回
復
す
る
責
任
が
行

政
に
は
あ
る
が
、
危
機
管
理
体
制
に
何
が
重
要
か

Ａ  

危
機
管
理
監
　
よ
り
効
果
的
な

管
理
体
制
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
く
。

Ｑ  

第
1
回
全
国
ヨ
ー
グ
ル
ト
サ

ミ
ッ
ト
ｉ
ｎ
小
美
玉
の
参
加
状
況
は

Ａ  

企
画
財
政
部
長
　
現
在
15
市
27

メ
ー
カ
ー
の
参
加
と
な
っ
て
い
る
。

Ｑ  

ガ
バ
メ
ン
ト
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ

ン
グ
寄
付
金
１
０
０
０
万
円
の
状
況
は

より効果的な危機管理体制づくりを目指す

災害時の危機管理体制と情報収集体制を

一般質問します！

市
政
を
質た
だ

す
！

皆さんの生活にかかわる大切な内容について、

市議会議員が市に対して行う質問です。

一般質問
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Ｑ  

「
平
成
の
大
検
地
」
県

の
農
地
、
全
筆
実
態
調
査

を
受
け
、
今
後
の
対
応
や

実
施
計
画
の
詳
細
は
。
農

業
が
持
続
可
能
な
基
幹
産

業
で
あ
り
続
け
る
た
め
の

創
意
工
夫
は
。

Ａ  

農
業
委
員
会
事
務
局

長
　
実
態
調
査
に
つ
い
て

は
、
農
業
委
員
等
の
戸
別

訪
問
に
よ
り
実
施
。
調
査

結
果
に
つ
い
て
は
、
図
面

化
し
課
題
を
農
政
課
と
協

議
し
な
が
ら
農
地
の
集
積
・

集
約
化
に
向
け
て
利
用
し

て
い
く
計
画
。
地
域
の
実

情
を
熟
知
す
る
農
業
委
員

等
と
十
分
に
連
携
し
、
地

域
ぐ
る
み
の
話
し
合
い
を

推
進
す
る
仕
組
み
づ
く
り

が
必
要
と
考
え
る
。

Ｑ  

農
業
振
興
地
域
整
備

計
画
（
見
直
し
）
に
つ
い

て
、
全
産
業
が
発
展
す
る

整
備
計
画
を
望
む
が
、
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の

か
。

Ａ  

産
業
経
済
部
長
　
現

在
、
本
市
で
は
、
本
計
画

の
5
年
ご
と
の
総
合
見
直

子育て世代の市外流出抑制の住宅取得支援策を

各年代に適した施策を検討し、定住促進に努める

木村　喜一

し
作
業
を
実
施
し
て
い
る
。

今
回
の
総
合
見
直
し
の
方

針
は
、
現
在
の
農
地
利
用

計
画
を
維
持
す
る
事
を
基

本
と
し
、
自
然
的
経
済
的

社
会
的
諸
条
件
の
変
化
を

考
慮
し
決
定
す
る
。

な
お
、
土
地
利
用
に
関
す

る
各
種
計
画
は
、
担
当
課

で
の
検
討
と
同
時
に
全
庁

的
な
調
整
会
議
で
も
検
討

し
て
お
り
、
そ
の
結
果
も

考
慮
す
る
。

Ｑ  

少
子
高
齢
化
が
進
む

中
、
本
市
人
口
動
態
を
踏

ま
え
、
各
年
代
や
世
帯
構

成
を
考
慮
し
た
流
出
防
止

の
確
か
な
定
住
策
を
。

Ａ  

企
画
財
政
部
長
　
現

在
、
各
年
代
に
対
応
し
た

施
策
を
推
進
中
。
本
市
の

特
徴
で
あ
る
自
衛
隊
員
並

び
に
家
族
へ
の
ア
プ
ロ
ー

チ
な
ど
、
子
育
て
世
代
の

さ
ま
ざ
ま
な
形
態
分
析
な

ど
を
通
し
て
、
本
市
を
選

択
し
て
も
ら
え
る
施
策
を

検
討
・
研
究
し
て
い
く
。

Ｑ  

働
き
方
改
革
に
伴
い
、

市
の
臨
時
職
員
も
含
め
、

職
場
環
境
の
構
築
は
で
き

て
い
る
か
。
障
害
者
雇
用

も
法
に
適
し
て
い
る
か
。

Ａ  

総
務
部
長   

正
規
職
員
、

臨
時
職
員
等
の
現
況
、
業
務

内
容
廃
止
等
は
、
Ｈ
30
年
４

月
１
日
現
在
の
職
員
数
で
、

正
規
職
員
は
４
９
３
名
、
臨

時
職
員
、
嘱
託
職
員
な
ど
の

非
正
規
職
員
は
２
７
４
名
。

障
害
者
雇
用
に
つ
い
て
は
、

Ｈ
30
年
６
月
１
日
時
点
の
実

雇
用
率
は
２
・
８
％
、
法
定

雇
用
率
の
２
・
５
％
を
か
ろ

う
じ
て
上
回
っ
て
い
る
。
今

後
も
法
定
雇
用
率
を
確
保
し

て
い
け
る
よ
う
努
力
す
る
。

Ｑ  

東
海
第
二
原
発
の
再
稼
働

反
対
の
声
を
、
ぜ
ひ
市
長
に
。

Ａ  

市
長  

本
市
で
、
東
海
第
二

原
発
の
廃
炉
を
求
め
る
請
願
が

採
択
さ
れ
、
脱
原
発
を
目
指
す

首
長
会
議
に
加
盟
し
て
い
る
中

で
、
市
民
、
市
議
会
、
行
政
の

意
見
を
受
け
止
め
る
と
と
も

に
、
東
海
第
二
発
電
所
安
全
対

策
首
長
会
議
の
一
員
と
し
て
、

構
成
市
町
村
と
連
携
を
図
り
、

判
断
し
て
い
く
。

Ｑ  

子
ど
も
を
健
や
か
に
育

て
る
施
策
の
進
捗
は
、
親

の
貧
困
に
よ
り
格
差
は
な
い

か
。ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
シ
テ
ィ
・

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
か
ら
生
ま
れ

た
出
産
祝
い
金
は
、
名
の
ご

と
く
全
て
の
赤
ち
ゃ
ん
に
支

給
し
て
ほ
し
い
。

Ａ  
福
祉
部
長
　
入
学
準
備

金
は
、
中
学
で
は
す
で
に

入
学
前
に
実
施
し
て
い
る
。

小
学
生
も
来
年
4
月
か
ら

実
施
予
定
。
出
産
祝
い
金

の
支
給
に
つ
い
て
は
、
納

税
者
間
の
公
平
性
と
子
育

て
家
族
へ
の
支
援
策
の
両

面
か
ら
検
討
し
た
い
。

Ｑ  

健
全
な
暮
ら
し
の
応

援
施
策
と
し
て
、
熱
中
症

対
策
は
充
分
か
。
納
税
に

対
し
て
は
き
め
細
や
か
な

対
応
が
で
き
て
い
る
か
。

Ａ  

教
育
部
長 

　
教
室
内
が

28
度
以
下
に
な
る
よ
う
エ

ア
コ
ン
を
使
用
し
て
い

る
。
校
外
学
習
も
適
切
な

指
導
を
し
て
い
る
。

納
税
対
応
は
水
曜
夜
間
や

出
向
い
て
の
相
談
も
行
っ

て
い
る
。

福島　ヤヨヒ

公平性の観点より、今後検討していく

すべての赤ちゃんに出産祝い金を

　　一般質問
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Ｑ  

羽
鳥
駅
東
口
の
市
有

地
利
活
用
は
。

Ａ  

都
市
建
設
部
長
　
昨
年

度
の
サ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
調

査
の
結
果
や
民
間
か
ら
の

ヒ
ア
リ
ン
グ
な
ど
を
踏
ま

え
て
、
8
月
30
日
に
羽
鳥

駅
周
辺
整
備
に
関
す
る
庁

内
政
策
調
整
会
議
を
開
催

し
、
今
後
の
方
針
及
び
導

入
す
る
機
能
等
に
つ
い
て

協
議
し
た
。
本
年
度
中
を

メ
ド
に
今
後
の
方
針
を
取

り
ま
と
め
て
示
し
た
い
。

Ｑ  

災
害
時
に
お
け
る

ペ
ッ
ト
の
救
護
対
策
は
。

Ａ  

危
機
管
理
監　

災
害

発
生
時
に
お
け
る
ペ
ッ
ト

の
救
護
対
策
は
被
災
者
同

様
、
ス
ム
ー
ズ
な
対
応
が

求
め
ら
れ
る
の
で
、
引
き

続
き
県
を
初
め
と
す
る
関

係
機
関
と
連
携
を
図
り
な

が
ら
、
よ
り
よ
い
方
向
性

を
見
出
し
て
い
き
た
い
。

Ｑ  

小
美
玉
市
で
Ｃ
Ｏ
Ｏ
Ｌ      

Ｃ
Ｈ
Ｏ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
（
ク
ー
ル 

チ
ョ
イ
ス
）
宣
言
を
！

Ａ  

市
民
生
活
部
長
　

霞
ヶ
浦
を
初
め
と
す
る
す

ば
ら
し
い
自
然
環
境
を
次

世
代
へ
引
き
継
ぐ
こ
と
が

で
き
る
よ
う
、
下
妻
市
の

よ
う
な
県
内
先
進
自
治
体

を
参
考
に
取
り
組
み
を
研

究
し
、
ク
ー
ル 

チ
ョ
イ
ス

の
賛
同
を
宣
言
で
き
る
よ

う
実
施
に
向
け
て
検
討
し

て
い
く
。

Ｑ  

小
美
玉
市
内
に
補
助
犬

同
伴
に
よ
る
避
難
が
可
能

な
福
祉
避
難
所
は
あ
る
か
。

Ａ  

福
祉
部
長
　
社
会
福
祉

法
人
敬
山
会
障
害
者
支
援

施
設
た
ま
り
メ
リ
ー
ホ
ー

ム
で
、
補
助
犬
同
伴
に
よ

る
避
難
が
可
能
で
あ
る
。

本年度中をめどに今後の方針を取りまとめる

村田　春樹

羽鳥駅東口の市有地利活用について

Ｑ  

現
在
進
捗
の
各
整
備

事
業
の
年
次
計
画
ご
と
の

市
債
発
行
見
込
額
か
ら
、

公
債
費
負
担
比
率
を
推
計

す
る
こ
と
で
、
財
政
運
営

の
健
全
度
を
的
確
に
把
握

で
き
る
も
の
と
考
え
る
。

健
全
化
判
断
比
率
と
公
債

費
負
担
比
率
の
比
較
・
考

察
か
ら
み
る
小
美
玉
市
財

政
の
評
価
に
つ
い
て
、
市

の
所
見
を
求
め
る
。

Ａ  

企
画
財
政
部
長
　
今

後
の
市
債
発
行
見
込
額
か

ら
公
債
費
負
担
比
率
を
推

計
す
る
と
数
年
内
に
15
％

に
達
す
る
こ
と
が
想
定
さ

れ
る
。
健
全
化
判
断
比
率

は
算
定
上
、
交
付
税
措
置

さ
れ
る
額
が
差
引
か
れ
る

た
め
健
全
な
数
値
を
維
持

で
き
て
い
る
が
、
公
債
費

負
担
比
率
が
高
く
な
っ
て

き
て
い
る
こ
と
か
ら
予
算

編
成
は
厳
し
く
な
っ
て
い

る
。

当
初
予
算
編
成
に
お
け
る

財
政
調
整
基
金
繰
入
額

が
年
々
増
え
て
い
る
の

は
、
そ
の
結
果
と
認
識
し

て
お
り
、
こ
の
ま
ま
繰
入

額
が
増
え
基
金
残
高
が
減

少
す
れ
ば
、
歳
入
不
足
を

補
う
術
が
な
く
な
り
、
予

算
編
成
に
支
障
を
き
た
す

た
め
、
状
況
が
深
刻
化
し

た
場
合
は
、
歳
出
超
過
が

生
じ
る
こ
と
も
想
定
さ
れ

る
。

Ｈ
29
年
度
決
算
に
お
け
る

健
全
化
判
断
比
率
は
何
れ

の
数
値
も
早
期
健
全
化
基

準
に
は
至
っ
て
い
な
い

が
、
公
債
費
負
担
比
率
の

上
昇
に
示
す
と
お
り
、
予

算
編
成
は
厳
し
い
状
況
で

あ
る
た
め
、
行
財
政
改
革

を
一
層
推
進
さ
せ
、
行
政

コ
ス
ト
縮
減
に
努
め
て
い

く
し
か
な
い
と
考
え
て
い

る
。

行革を一層推進させ、コスト縮減に努める

谷仲　和雄

各指標からみる小美玉市財政の評価は

▲決算認定後に公表となる
　決算カード（写真はＨ 28 年度版）

＊
Ｃ
Ｏ
Ｏ
Ｌ 

Ｃ
Ｈ
Ｏ
Ｉ
Ｃ
Ｅ

（
ク
ー
ル 

チ
ョ
イ
ス
）
と
は
…

２
０
３
０
年
度
に
温
室
効
果
ガ
ス

の
排
出
量
を
２
０
１
３
年
度
比
で

26
％
削
減
す
る
と
い
う
目
標
達
成

の
た
め
、
省
エ
ネ
・
低
炭
素
型
の

製
品
へ
の
買
換
え
・
サ
ー
ビ
ス
の

利
用
・
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
選
択

な
ど
、
地
球
温
暖
化
対
策
に
資
す

る
「
賢
い
選
択
」
を
し
て
い
こ
う

と
い
う
取
組
み
。 

一般質問
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Ｑ  

学
校
施
設
や
通
学
路

に
お
け
る
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等

の
安
全
確
保
は
。

Ａ  

教
育
部
長　
建
設
基
準

法
に
不
適
合
な
２
ヶ
所
に

つ
い
て
、
コ
ー
ン
設
置
や

ロ
ー
プ
を
張
る
等
対
策
を

講
じ
た
。
今
後
は
、
安
全
確

保
の
た
め
、
修
繕
工
事
な

ど
対
策
を
早
急
に
実
施
し

て
い
く
。
ま
た
、
関
係
機

関
や
地
域
・
家
庭
と
連
携

し
、
ハ
ー
ド
面
の
安
全
対

策
の
ほ
か
、
学
校
の
危
機

管
理
体
制
の
強
化
に
努
め

る
と
同
時
に
、
児
童
生
徒

に
対
し
計
画
的
な
安
全
教

育
を
実
践
し
、
危
険
予
測
・

危
険
回
避
能
力
の
向
上
を

図
っ
て
い
く
。

Ｑ  

市
街
地
内
の
倒
壊
危

険
塀
等
は
あ
る
か
。

Ａ  

都
市
建
設
部
長
　
市

内
に
設
置
さ
れ
て
い
る
塀

の
点
検
・
調
査
を
行
政
で

行
う
こ
と
は
か
な
り
困
難

と
考
え
る
が
、
継
続
的
に

広
く
注
意
喚
起
情
報
の
啓

発
活
動
（
８
月
１
日
よ
り

HP
に
掲
載
）
や
安
全
指
導

に
努
め
て
い
く
。

Ｑ  

ご
み
袋
の
カ
ラ
ス
対
策

に
つ
い
て
、
黄
色
へ
の
変

更
と
ゴ
ミ
出
し
マ
ナ
ー
の

積
極
的
な
啓
発
・
徹
底
を
。

Ａ  

市
民
生
活
部
長
　
黄

色
の
ゴ
ミ
袋
に
つ
い
て
、
被

害
対
策
の
ひ
と
つ
と
し
て

採
用
す
る
自
治
体
が
あ
る
。

今
後
、
構
成
4
市
町
間
で
協

議
し
て
い
き
た
い
。
マ
ナ
ー

啓
発
に
つ
い
て
は
、
更
な

る
周
知
を
図
っ
て
い
く
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

○
ゴ
ミ
袋
の
値
段
に
つ
い
て
、
安

価
の
実
現
と
新
施
設
建
設
に
合
わ
せ

4
市
町
間
の
話
し
合
い
を
求
め
た
。

○「
感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
」に
つ
い
て
、

設
置
に
向
け
た
周
知
に
つ
い
て

○
市
民
参
加
型
防
災
訓
練
を
実

施
し
て
の
成
果
と
、
市
職
員
に

向
け
た
防
災
訓
練
を
求
め
た
。

植木　弘子

学校施設・通学路のブロック塀等の安全確保は

安全対策のほかに計画的な安全教育も

▲イラストで伝える

　「ちかづかないほうがよいかべ」

Ａ  

都
市
建
設
部
長
　
Ｈ
31
年
度

の
努
力
目
標
値
で
あ
り
、
期
待
値
も

含
ま
れ
て
い
る
。
羽
鳥
駅
橋
上
駅
舎

が
開
設
さ
れ
る
予
定
な
の
で
、
今
後

の
推
進
に
当
た
っ
て
い
き
た
い
。

Ｑ  

ヨ
ー
グ
ル
ト
サ
ミ
ッ

ト
の
成
功
と
は
。

Ａ  

企
画
財
政
部
長
　
シ
テ
ィ
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の
一
環
と
、
ヨ
ー
グ

ル
ト
市
場
の
拡
大
、
参
加
自
治
体
と

メ
ー
カ
ー
の
知
名
度
ア
ッ
プ
に
つ
な

が
る
。
各
々
が
シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド

を
持
っ
て
、
今
ま
で
で
き
な
か
っ
た

行
動
を
起
こ
せ
た
こ
と
こ
そ
が
得
ら

れ
る
効
果
だ
と
考
え
て
い
る
。

Ｑ  

チ
ャ
レ
ン
ジ
拠
点
整
備
事

業
、
ゴ
ー
ル
ド
ラ
ッ
シ
ュ
事
業
、

み
ら
い
の
人
材
育
成
事
業
、
シ

ニ
ア
層
応
援
事
業
、
移
住
・
住

み
替
え
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
事

業
、
空
き
家
リ
ブ
ー
ト
事
業
は
。

Ａ  

企
画
財
政
部
長
　
現
在
の
と

こ
ろ
未
実
施
と
な
っ
て
い
る
。　

Ｑ  

企
業
誘
致
を
す
る
の
か
し

な
い
の
か
、
今
の
予
算
で
は
、

は
っ
き
り
し
な
い
の
で
は
。

Ａ  

産
業
経
済
部
長
　
予
算

を
増
や
せ
ば
誘
致
で
き
る
わ

け
で
は
な
い
と
思
う
が
、
企

業
誘
致
の
取
組
み
方
法
を
見

直
し
た
い
。

Ｑ  

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
シ
テ
ィ
・
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
原
則
は
、
具
体
的
な
数

字
目
標
を
設
定
し
、
政
策
効
果
を
客

観
的
な
指
標
に
よ
っ
て
検
証
し
、
必

要
な
改
善
等
を
行
う
と
い
う
結
果
重

視
が
あ
る
。
子
育
て
タ
ク
シ
ー
が
未

実
施
だ
が
。

Ａ  
福
祉
部
長  

需
用
が
あ
る
か
ど

う
か
を
調
査
し
な
が
ら
進
め
て
い
く
。

Ｑ  
多
子
世
帯
・
子
育
て

世
帯
へ
の
経
済
的
支
援
は
。

Ａ  

福
祉
部
長  
多
子
世
帯
に
は

１
人
目
、
２
人
目
よ
り
多
い
出

産
祝
い
金
を
支
給
。
対
象
児
が

３
人
以
上
は
３
万
円
、
５
人
以

上
は
５
万
円
が
支
給
さ
れ
る
。

Ｑ  

フ
ォ
レ
ス
ト
フ
ァ
ー
ム
事
業
、

農
家
レ
ス
ト
ラ
ン
事
業
、
6
次
産
業
化

支
援
、水
辺
の
イ
ベ
ン
ト
の
活
性
化
は
。

Ａ  

企
画
財
政
部
長　

現
在
の

と
こ
ろ
未
実
施
と
な
っ
て
い
る
。

Ｑ  

本
市
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
て

県
内
周
遊
ツ
ア
ー
を
10
本
作
る

こ
と
が
計
画
さ
れ
て
い
る
が
。

Ａ  

産
業
経
済
部
長
　
近
隣

市
町
村
と
の
連
携
を
と
り

な
が
ら
、
今
後
、
ツ
ア
ー
を

組
め
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

Ｑ  

羽
鳥
駅
及
び
駅
前
広
場
整
備

事
業
に
よ
り
乗
降
客
数
が
６
千
人
と

な
っ
て
い
る
が
。

鈴木　俊一

小美玉市の人口減少のスピードは想定内か

実際の減少率は想定より上回っている

　　一般質問
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Ｑ  

企
業
誘
致
は
合
併
以
後
1
件

も
な
い
が
、
今
後
は
ど
う
す
る
の

か
。
県
の
テ
ク
ノ
パ
ー
ク
に
依
存

し
て
当
市
自
身
の
企
業
誘
致
努
力

を
怠
っ
て
い
る
の
で
は
。

Ａ  

産
業
経
済
部
長
　
立
地
し

た
い
と
い
う
問
い
合
わ
せ
は
あ

る
。
こ
れ
か
ら
も
県
と
連
携
し
、

協
力
体
制
を
と
っ
て
い
く
。

Ｑ  
企
業
誘
致
を
す
る
に
は
執

行
部
の
組
織
替
え
が
必
要
で
は
。

Ａ  

市
長
公
室
長
　
企
業
誘
致

は
市
全
体
で
取
り
組
ん
で
い
く

必
要
が
あ
り
、
現
在
、
関
係
す

る
課
を
集
め
て
政
策
調
整
会
議

を
開
催
し
て
い
る
。
企
業
が
進

出
し
や
す
い
条
件
を
整
え
、
既

存
企
業
に
も
残
っ
て
も
ら
え
る

方
策
が
必
要
と
考
え
る
。

Ｑ  

市
長
と
よ
く
相
談
し
て

最
善
を
尽
く
し
て
は
。

Ａ  

産
業
経
済
部
長
　
今
後
は

企
業
進
出
に
関
す
る
諸
手
続
関

係
の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
化
を
目
指

し
、
企
業
の
進
出
意
欲
が
高
ま

る
よ
う
な
、
さ
ら
な
る
誘
致
推

進
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

Ｑ  

財
政
の
課
題
を
問
う
。

健
全
化
比
率
は
悪
化
し
て
い

な
い
と
の
こ
と
だ
が
、
詳
細
説

明
の
中
で
「
財
政
運
営
に
支

障
を
き
た
す
よ
う
に
な
っ
て

い
る
」
と
矛
盾
し
て
い
る
が
。

Ａ  

企
画
財
政
部
長
　
財
政

健
全
化
比
率
の
数
字
か
ら
み

る
と
悪
化
は
し
て
い
な
い

が
、
予
算
編
成
に
お
い
て
は

厳
し
い
状
況
に
あ
る
。

Ｑ  

無
駄
遣
い
と
思
わ
れ

る
イ
ベ
ン
ト
が
あ
る
が
、

改
革
で
き
る
か
。

Ａ  

企
画
財
政
部
長
　
行
財
政

改
革
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム
を
作
っ
た
。
一
層
の
行
財
政

改
革
に
取
り
組
み
た
い
。

Ｑ  

人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か

け
雇
用
を
確
保
す
る
た
め
企
業

誘
致
を
戦
略
的
に
取
り
組
む
と

い
っ
て
い
る
が
、
戦
略
的
と
は
。

Ａ  

企
画
財
政
部
長　
「
地

方
版
総
合
戦
略
ダ
イ
ヤ
モ

ン
ド
シ
テ
ィ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
を
基
に
持
続
可
能
な
行

政
運
営
を
推
進
し
、
本
市

の
特
性
を
生
か
し
た
取
り

組
み
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

Ｑ  

本
気
で
財
政
を
良
く
し

よ
う
と
考
え
て
い
る
の
か
。

Ａ  

企
画
財
政
部
長
　
財

政
を
良
く
し
、
収
入
を
上

げ
な
く
て
は
な
ら
な
い
こ

と
は
、
認
識
し
て
い
る
。

一層の行財政改革に取り組んでいく

戸田　見成

財政の健全化のため組織替えをしては

Ｑ  

8
月
、
川
戸
の
市
道

交
差
点
で
、
大
型
ト
ラ
ッ

ク
と
乗
用
車
が
衝
突
し
、

母
子
4
人
死
傷
と
痛
ま
し

い
事
故
が
あ
っ
た
。
こ
の

場
所
は
、
変
則
交
差
点
で

以
前
よ
り
事
故
が
多
く
、

地
元
か
ら
信
号
設
置
と
道

路
改
良
の
要
望
が
あ
る

が
、
市
の
今
後
の
対
応
は
。

Ａ  

危
機
管
理
監　

以
前

か
ら
設
置
要
望
を
行
っ
て

お
り
、
今
回
も
事
故
直
後

に
信
号
機
設
置
要
望
書
を

石
岡
署
に
提
出
。
可
否
判

断
は
県
公
安
委
員
会
に
て

交
通
量
、
事
故
発
生
状
況
、

道
路
形
状
・
構
造
等
に
つ
い

て
調
査
分
析
し
、
必
要
性
、

緊
急
性
を
考
慮
し
て
設
置

さ
れ
る
。
当
該
地
は
、
交

通
量
、
道
路
構
造
上
の
問

題
が
あ
り
、
設
置
に
は
至
っ

て
い
な
い
が
、
今
後
も
警

察
当
局
と
の
協
議
を
続
け
、

問
題
解
決
に
向
け
努
力
し

て
い
く
。
同
時
に
、
交
通

安
全
施
設
等
の
設
置
検
討

を
図
り
、
更
に
交
通
取
締

り
、
交
通
ル
ー
ル
無
視
や

マ
ナ
ー
違
反
に
よ
る
事
故

防
止
を
図
っ
て
い
く
。

○
こ
の
道
路
は
通
学
路
と

な
っ
て
お
り
、
路
線
の
一

部
（
ト
ヨ
ペ
ッ
ト
か
ら
山
川

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
入

口
ま
で
）
は
、
本
年
度
か
ら

歩
道
整
備
が
計
画
さ
れ
て
い

る
。
本
交
差
点
に
つ
い
て
も

地
域
住
民
が
安
全
に
安
心
で

き
る
交
差
点
に
な
る
よ
う
検

討
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

○
介
護
保
険
料
に
つ
い
て
、

介
護
予
防
に
つ
い
て

○
消
防
団
の
定
員
に
つ
い

て
、
各
分
団
の
機
庫
・
詰
所

に
つ
い
て
、
準
中
型
免
許
取

得
の
支
援
・
助
成
に
つ
い
て

○
自
然
災
害
時
の
通
報
・

避
難
対
応
に
つ
い
て

長島　幸男

交通事故多発交差点に早急に信号設置を

今後も継続して問題解決に向け、取り組んでいく

▲交通安全を呼びかける街頭キャンペーン

一般質問
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  平成 30 年９月定例会

　
９
月 

定
例
会 （
傍
聴
者
数
）

日
程

会 

議 

等 

の
主
な 

内 

容

傍
聴

４
日

全
員
協
議
会

本
会
議  （
開
会
、
議
案
上
程
）

－２名

10
日

本
会
議  （
一
般
質
問
）

14
名

11
日

本
会
議 

（
一
般
質
問
）　
　
　
　

広
報 

特
別
委
員
会

４
名ー

13
日

決
算
特
別
委
員
会

－

14
日

決
算
特
別
委
員
会

－

18
日

総
務 

常
任
委
員
会

地
方
創
生
ま
ち
づ
く
り 

特
別
委
員
会

1
名ー

19
日

文
教
福
祉 

常
任
委
員
会

－

20
日

産
業
建
設 

常
任
委
員
会

－

21
日

百
里
基
地
・
茨
城
空
港
対
策 

特
別
委
員
会

－

25
日

議
会
活
性
化 

特
別
委
員
会

－

26
日

議
会
運
営
委
員
会

全
員
協
議
会

本
会
議 （
委
員
長
審
査
報
告

採
決
、
閉
会
）

－－３名

　

平
成
30
年
7
月
に
発
生
し
た
西
日
本
豪

雨
被
害
に
よ
り
被
災
さ
れ
た
方
々
に
対
し
、

心
か
ら
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

小
美
玉
市
議
会
で
も
議
員
一
同
、
全
国

市
議
会
議
長
会
を
通
じ
、
義
援
金
を
お
送

り
い
た
し
ま
し
た
。

　

犠
牲
に
な
ら
れ
た
方
々
の
ご
冥
福
と
早

期
復
旧
さ
れ
ま
す
こ
と
を
お
祈
り
い
た
し

ま
す
。

平
成
30
年
7
月
豪
雨
被
害
義
援
金

月 日 月 日
６ 19 茨城空港利用促進等協議会総会 ８ １ 全国市議会議長会建設運輸委員会

小美玉市認定農業者協議会総会 議会報告会 （玉里会場）

21 霞ヶ浦二橋建設促進期成同盟会総会 ２ 議会報告会 （小川会場）

ふるさとふれあいまつり全体説明会 ４ 小美玉市老人クラブ連合会朝顔展示鑑賞会

25 石岡地域市民医療懇談会 ５ 地域交流夏祭り

29 百里基地広報資料館リニューアル記念式典 ７ 国道６号バイパス建設促進期成会中央要望

７ 1 防犯連絡協議会総会 11 そらら盆踊り大会

２ 叙勲伝達 17 小美玉市病院事業運営評価委員会

３
在日米軍再編に係る訓練移転先６基地関係市町村
議会連絡協議会総会　～4日

国民健康保険運営協議会

小美玉市民生委員推薦会 18 みの～れ芸術展開会式

５ 広報特別委員会 19 小美玉市PTA指導者研修会

６ 霞ヶ浦湖北流域下水道推進協議会総会 21 小美玉市空家等対策協議会

原水爆禁止国民平和大行進 守谷市議会管外行政視察来訪

９ 霞ヶ浦北浦治水利水環境促進同盟会通常総会 石岡地方斎場定例会

10 北関東防衛局へ陳情 22 小美玉市学校給食運営委員会

11 議会報告会班長会議 23 議会報告会取りまとめ会

12 茨城県市議会議長会視察研修会　～13日 石岡地域市民医療懇談会

19 全員協議会 24 ふれあいまつり前夜祭

議会活性化特別委員会 霞台厚生施設組会全協 ・ 臨時会

21 小美玉市環境フェスティバル 28 茨城美野里環境組合議会定例会

アビリン訪問団歓迎パーティー 湖北水道企業団定例会

24 百里基地への申し入れ

　　

27 県東市議会議長会定例会

30 茨城県後期高齢者医療広域連合議会全員協議会

アビリン訪問団お別れパーティー

31 水戸神栖 ・ 玉里水戸線期成同盟会総会

議会報告会 （美野里会場）

議会活動日誌
期間：6月～ 8月

◄百里基地への申し入れ
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議会だより 第 51号

第 48回クイズの当選者
　25 通のご応募ありがとうございます。  

　　ご当選おめでとうございます！ 
　
　 東ケ崎 悦代さん　　鬼澤 知子さん
　 青木 真平さん　　　高須 孝子さん
　 畑山 健治さん　　　青木 弘美さん
　 山田 美津江さん　　太田 昌宏さん
　 崎尾 恵美子さん　　笹島 憲一さん　

子供のいる

家庭ですので、議会だより

を通じ、地域の情報を得る事

ができ、安心して生活する事が

できています。ありがとうご

ざいます。（中台・男性）

　 

おみたま市議会だよりを

楽しみにしている一人です。我々、

市民のため一生懸命がんばっていてく

れています。クイズはいつも勉強に

なって解いています。（羽刈・女性）

たくさんのご意見、ご感想ありがとうございました。

小美玉市内循環

バスを利用させていただき、

みの～れ、市役所、そ・ら・ら、

茨 城 空 港 と イ ベ ン ト に と 楽 し い

日々を送らせて嬉しいです。　

　　　　（羽鳥・女性）

第４９回 プレゼントクイズ
　今回の議会だより第５1 号の中から、穴埋め問題を３つ出題します。正解した方の中から抽選で、

１０名の方に「キャトル・セゾン」（四季の里内）のお食事券１，０００円分をプレゼントいたします。

ふるってご応募ください！　

　　　　　問①　今年の議会報告会の会場数は○会場で開催しました。
　　　　　問②　平成29年度小美玉市の実質公債費比率○ .○％です。
　　　　　問③　平成30年第 3回定例会で一般質問をした議員の人数は、○人でした。
◇応募方法　　　はがき・FAX・E メールにて、住所、氏名、クイズの答えを明記してご応募ください。

　　　　　　　　また、議会や本紙に対するご意見やご感想をあわせてお寄せください。

◇応募〆切　　　平成 30 年 11 月 16 日（金）まで　＊当日消印有効

◇応  募  先　　　〒 319-0192　小美玉市堅倉 835　小美玉市役所　議会事務局　宛

　　　　　　　　FAX ：0299-48-1199  　　E メール：gikai@city.omitama.lg.jp

                         　☆応募に関する個人情報は、プレゼントの送付以外には利用いたしません。

　　　　第 48 回クイズの正解
  問① ６月定例会の会期日数は○○日でした。

　　　　　　		 答え→ [ 19 ]
  問②  第４回議会○○会は、７月３１日～８月２日に

開催されます。		 答え→ [ 報告 ]
  問③ ６月定例会で、新たに設立した議会○○○特別

委員会。　　　		 答え→ [ 活性化 ]

市民の声

　 毎号 市 議 会

だよりを楽しみに拝読させてい

ただいております。今回 50 号もと

ても充実した詳しい内容と思っており

ます。今後も市議会だより編集員皆々

様方の活躍、ご発信を期待して

おります。（高崎・男性）

議会の状況が

わかりやすく編集してあり、理解

しやすいです。編集作業は大変で

しょうが、よろしくお願いいたし

ます。　（世楽・男性）

  　　プレゼントクイズ・市民の声



 　■次の定例会は、

　　　　　１１月２８日（水） 開会予定です。

■ 議長通信 ■ 

▲ＴＸ茨城空港延伸議会期成同盟会正副会長会議（小美玉市役所３Ｆ議会委員会室）

 

は
じ
め
に
、
北
海
道
胆
振
東
部
地
震
に
於
い
て
、

被
災
さ
れ
た
皆
さ
ま
に
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ

ま
す
。　

　

今
夏
は
、
異
常
気
象
に
地
震
と
災
害
が
続
き
ま
し

た
が
、
自
然
災
害
は
決
し
て
ひ
と
事
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
我
事
と
捉
え
、
備
え
は
必
要
に
な
り
ま
す
。

せ
め
て
家
族
3
日
分
の
水
の
備
蓄
は
、
心
が
け
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

さ
て
、
7
月
31
日
か
ら
3
日
間
開
催
し
ま
し
た
議

会
報
告
会
に
、
お
忙
し
い
中
ご
参
集
い
た
だ
い
た
皆

様
に
、
あ
ら
た
め
て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
開
か
れ

た
議
会
、
身
近
な
議
会
を
目
指
し
、
さ
ら
に
多
く
の

皆
さ
ま
に
お
集
ま
り
頂
け
る
様
に
努
め
て
参
り
ま

す
。

　

ま
た
、
議
会
だ
よ
り
に
「
市
民
の
声
」
と
し
て
ご

投
稿
頂
い
た
皆
さ
ま
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

当
委
員
会
に
お
い
て
、
お
寄
せ
頂
い
た
メ
ッ
セ
ー
ジ

は
全
て
読
ま
せ
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。
そ
れ
ら
の

「
声
」
を
𠮟
咤
激
励
と
受
け
止
め
、
こ
れ
か
ら
も
充

実
し
た
紙
面
作
り
を
目
指
し
、
委
員
一
同
頑
張
っ
て

参
り
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
植
木　

弘
子
）

編  

集  

後  

記

日 月 火 水 木 金 土
11/
25

26 27 28
本会議
（開会、議案
説明等）

29 30 12/1

2 3 4 5
本会議

（一般質問）

6
本会議

（一般質問）

7
本会議

（一般質問）

8

9 10
総　　務
常任委員会

11
文教福祉
常任委員会

12
産業建設
常任委員会

13 14 15

16 17
本会議
（ 報 告、 採
決・閉会）

18 19 20 21 22

23

   

24 25 26 27 28 29

30 31

次回定例会予定

会議の種類 傍聴 モニター中継

本会議 可 有

委員会 要確認 無

＊議場（市役所本庁舎 3 階）での傍聴には、簡単な受付（氏

名・住所等の記入）が必要です。

＊委員会等の詳しい日程については、１１月２７日に開

催する議会運営委員会で協議します。議会事務局まで

お問い合わせください。

＊傍聴は人数制限等によりお断りする場合があります。

あらかじめご了承ください。

＊�定例会中の本会議（一般質問など）は、同時放映を行っ

ております。本庁舎、小川総合支所、玉里総合支所の

1 階ロビーに設置されているＴＶモニターでご自由に

ご覧いただけます（受付は不要）。

TX 茨城空港延伸議会期成同盟会
正副会長会議を開催

TEL 0299-48-1111  内
線

（
1302）

FAX
 0299-48-1199

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

　
http://gikai.city.om

itam
a.ibaraki.jp

Ｅ
-m

ail　
gikai@

city.om
itam

a.lg.jp

発
　

行
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環境に配慮し、再生紙と植物油インキを使用しています。

　10月 4日、小美玉市役所にて会長（小美玉
市）、副会長（土浦市、石岡市、つくば市、か
すみがうら市、行方市、鉾田市）の 7市議会
の議長による会議を行い、今年度の要望先な
どについて話し合い、「国土交通省」と「首都
圏新都市鉄道 ( 株 )」へ訪問することとなりま
した。
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